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習指導要領の内容


　「司法」について，学習指導要領（社会科［公民的分野］）では，大項目「（３） 私たちと政治」の中項目「イ 民主政治と政治参加」に「法に基づく公正な裁判の保障があることについて理解させる」という記述が見られる。このことについて解説は，「法に基づく公正な裁判によって国民の権利が守られ，社会の秩序が維持されていること，そのため，司法権の独立と法による裁判が憲法で保障されていることについて理解させることを意味している。その際，抽象的な理解にならないように裁判官，検察官，弁護士などの具体的な働きを通して理解させるなどの工夫が大切である」と述べ，裁判の基本的な役割を具体的に理解させることを求めている。実際の授業においては，「調査や見学」などの活動（要領「内容の取扱い」）の工夫をはじめ，様々な学習指導の工夫が考えられる。


②教科書の記述


　教科書における「司法」は，「国の政治」という大項目に位置付けられ，国会，内閣，裁判所の順に記述されているのが一般的である。司法が，三権分立の一権力機関として位置付けられるため，教科書の中には，記述の大部分を，「三権分立」と「司法権の独立」「違憲立法審査権」に充てているものもある。基本的に，このような構成を採用しながら，「司法」のページの多くを，「民事裁判と刑事裁判」「裁判と人権保障」「裁判員制度」などの記述に充て，司法の目的や役割を理解させる工夫を行っているものも見られる。また，弁護士会などによる模擬裁判の指導，さらには裁判の傍聴の方法が記述されているものなどもあり，体験的な活動など様々な学習指導を想定したものとなっている。いずれも司法を生徒の身近なものにしていくための工夫であり，このほかにも，裁判所，検察庁において，模擬裁判の指導や講演，さらには裁判の傍聴や体験的な活動など様々な学習支援を行っていることから，これらも授業改善のために活用することができる。


③「司法」学習の内容とその理解


　「司法」に関する学習では，紛争やルール違反が起こった場合，その内容に即して解決を図っていく過程を教材化している。この教材では，裁判の当事者による主張等と裁判官による判断の過程が授業の中心となる。生徒は，事例の中から法的な問題を発見し，個々の問題点に法を適用して，その内容に即して解決を考えていくことになる。これらの一連の学習によって，裁判制度の意義と機能を理解することができる。
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　「司法」の単元は，「司法とは，法に基づいて，侵害された権利を救済し，ルール違反に対処することによって，法秩序の維持・形成を図るものであることを認識させるとともに，すべての当事者を対等な地位に置き，公平な第三者が適正な手続を経て公正なルールに基づいて判断を行うという裁判の特質について，実感を持って学ばせる」（報告書第３の１（２）エ）ことを目指している。


　本教材では，法・ルールに基づいて紛争を解決し，また，ルール違反に対処するという裁判の機能について，裁判手続の一部を，模擬体験を通じて学習させることにより，裁判が公正な手続のもとで理性的な議論を踏まえて行われていることに気付かせることを目指している。
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